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丸森町産たけのこ出荷等に関する打合  

せ 

大河原地方振興事務所 
【12日(水)】 
　次期シーズンの丸森町産たけのこの出荷に

向けて、町内に設置されている２か所の放射

性物質測定所の担当者及び町担当者と検査の

オペレーション等について打合せを行いまし

た。現場の課題についても話し合うことで、

より円滑で効率的な検査体制づくりを関係者

合意のもと、進めることができました。 
　引き続き、町や生産者等と連携しながら、

安全・安心で美味しいたけのこを皆さんにお

届けできるよう取り組んでいきたいと思いま

す。 【打合せの様子】

七ヶ宿町森林組合地区説明会での森林  

経営計画等に関する説明  

大河原地方振興事務所  

【18日(火)】  

　七ヶ宿町森林組合より七ヶ宿町森林組合地  

区説明会での森林経営計画等についての説明  

に関する講師依頼があったため、森林経営計  

画担当者と七ヶ宿町地区担当者を派遣しまし  

た。説明会では出席した町内の森林所有者に  

対して森林経営計画の策定や同計画の策定が  

必須要件となっている森林育成事業等の補助  

事業の概要を説明し、森林の整備・更新につ  

いて助言を行いました。  

　意見交換では、「高齢級化により間伐の補  

助要件を満たさない林分も多い」、「森林育  

成事業の下刈りの回数を増やして欲しい」等 【説明会の様子】

の意見が出されたため、森林育成事業を活用

した一貫作業による森林の更新や生育状況に

より下刈りが必要と判断した場合は追加の実

施も可能としている旨等を助言しました。
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みどりの少年団活動発表大会への支援  

北部地方振興事務所  

【８日(土）】  

　令和７年１０月に本県で初めて開催され  

る第４８回全国育樹祭の記念行事として開  

催された「宮城県みどりの少年団活動発表  

大会」の運営支援等を行いました。  

　６つのみどりの少年団それぞれが、日頃  

の取組や活動の成果を発表し、審査の結果  

に応じて、「全国緑の少年団表彰」の宮城県  

代表としての推薦や「全国緑の少年団活動  

発表大会」で発表することが決定し、大会  

を通じて、全国育樹祭開催への機運醸成が  

図られました。 【発表の様子】

鳴子木地玩具協同組合へのミズキ資源  

確保のための補助事業活用提案  

北部地方振興事務所  

【13日(木)】  

　こけし材料となるミズキ資源確保につい  

ては、今後、循環利用するための植栽や伐  

採等の施業が必要となります。  

　このため、鳴子木地玩具協同組合に対し  

て植栽や伐採等に活用できる各種補助事業  

の活用提案を行いました。  

　聞き取りの結果、伐採に係る県の単独事  

業について採択の見込みがあることが分か  

り、資料を使って説明し理解していただく 【ミズキの成長確認】 

ことができました。  

　さらに、現時点で考えられる数量（面積  

等）の検討を行うこともできました。  

　今後は、伐採に必要な事務手続きについ 【提案説明の様子】

ても、時期を見て説明してまいります。

普及成果の発表（こけし材料ミズキ資  

源の確保）  

北部地方振興事務所  

【18日(火),19日(水）】  

　県の林業普及活動成果発表会の審査を経  

て、第72回森林計画研究発表大会（会場：  

東京都（国立オリンピック記念青少年総合  

センタ－））で「鳴子地区の伝統文化と木材  

利用」と題して発表を行いました。  

　伝統産業に関わる内容を全国に発信する  

貴重な機会となり、他の発表課題と異なる  

特殊性もあって、審査員や発表者から数々  

の質問が出され、関心の高さが窺えました。  

　審査員からは「今後、ミズキ材の重要性 【発表の様子】
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を若い世代も含めて周知していくことにも

取り組んでもらいたい。」との講評をいただ

いており、更に活動を進めてまいります。

「山の幸販売会in栗原」の開催  

北部地方振興事務所栗原地域事務所  

【18日(火)】  

　栗原地域事務所では令和５年度から、管

内のキノコ生産事業者の発案により栗原合同

庁舎玄関において「山の幸販売会in栗原」を

開催しています。 

　これは管内複数のキノコ生産事業者はじ

め、彼らの呼びかけで集まった関係事業者（パ

ン・野菜・おにぎり・焼き芋など）が連携し、

それぞれが自ら生産・製造した商品を販売す

るものです。 

　これまで５回開催されてきたこともあり、

合同庁舎の来庁者や職員の間で認知され関心

も高く、各事業者の販売は大変好調でした。 

　当事務所では、今後もこのような特用林産

物を軸とした「地域おこし」が円滑に運営で 【昼休み時間を中心に開催され、完売した商

きるようサポートに努めていきたいと考えて 品も多数ありました】 

います。

「森林経営管理制度に係る圏域推進会  

議」の開催  

東部地方振興事務所  

【10日(月）】 

　森林経営管理制度の取組や森林環境譲与

税を活用した森林整備の推進と情報共有等

を目的に管内関係者等を参集し、石巻圏域

森林経営管理制度推進会議を開催しました。 

　会議では、管内市町の取組報告や来年度

の取組計画等について情報共有を行いまし

た。また、各市町が進捗を図る上で抱えて

いる悩みや課題等が話し合われ、他地域の

先進事例等を参考に制度推進が図られる見

通しとなりました。 

　引き続き、管内各市町の進捗状況を確認

しながら森林経営管理制度の推進に向けた

取組を支援していきます。 【会議の様子】
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「石巻地域森林のめぐみ庁内斡旋販売」  

の実施  

東部地方振興事務所  

【14日(金）】  

　木製品、特用林産物（きのこ）及びジビ

エ製品を販売する管内事業体に呼びかけを

行い、カタログによる庁内斡旋販売を行い

ました。 

　普及員が中心となって、出品に協力いた

だけることとなった事業体12者の製品のカ

タログを作成し、14日に石巻合同庁舎内の

各部署へ配布しました。 

　斡旋販売の結果、合計で約18万円分の注

文があり、庁舎内職員に対して石巻地域の

森林のめぐみを広く周知することができま

した。 

　今後は、注文品の配布を行うと同時に、

購入者に製品の使用感や要望に関するアン 【カタログの一部】

ケートの協力を依頼し、事業体へのフィー

ドバックを行う予定としています。 

　今回の結果を踏まえ、販売形態や時期な

どを検討し、より効率的な普及活動に繋げ

ていきたいと思います。

『地場産品直売会 in気仙沼合庁』で  

南三陸町産原木しいたけを販売  

気仙沼地方振興事務所  

【７日(金）】  

　気仙沼合同庁舎で開催された地場産品直

売会において、南三陸町の原木しいたけ生

産者が出店したことから、販売支援を行い

ました。 

　管内で生産されるしいたけのうち、原木

しいたけの生産量は１％にも満たないほど

希少であるほか、普段仙台に出荷されてい

る原木しいたけを気仙沼市内で購入するこ

とができる貴重な機会でもあったため、一

時は購入希望者が列をなすほどの人気ぶり

でした。結果として用意した生しいたけ60

パックと、乾燥しいたけ30袋が完売しまし

た。 

　合同庁舎内での直売会は来年度も実施さ 【販売ブース状況】 

れる予定であるため、引き続き出店支援を  

継続し、管内林産物のPRに取り組んでまい  

ります。  
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【販売状況】 

 

【販売商品（原木生しいたけ）】

未来の林業を支える林業後継者養成事  

業に係る完了確認調査  

林業技術総合センター  

【７日(金)】 

　渥美宮城県林業研究会連絡協議会会長が調

査員となり、連絡協議会会員である仙南フォ

レストクラブと津山町林業研究会が実施する

標記事業の確認調査が当所研修棟で実施され

ました。 

　調査では、大河原産業高等学校、白石高等

学校七ヶ宿校、古川工業高等学校の生徒に対

し、インターンシップ活動を積極的に推進し、

当県の森林・林業・ＳＤＧｓの普及に極めて

重要な役割を果たしていることが確認されま

した。 

　県は、係る林業研究グループの活動を支援

しています。 【確認調査の模様】
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令和７年宮城県林業研究会連絡協議会

第１回役員会、森林･林業研修会及び

第69回通常総会の開催 

　　　　　　　　　　　　　林業技術総合センター 

【７日(金)】 

　当所研修棟において、宮城県林業研究会連

絡協議会が、標記事業を開催しました。 

　役員会では、第69回通常総会の開催に向

けて総会資料・進行要領の最終確認が行わ

れました。 

　森林･林業研修会では、佐々木副会長から

「時代の変化に対応した学校教育活動の実践」

と題し、令和６年度北海道・東北ブロック 【森林･林業研修会の様子】 

林業グループコンクールについて報告があ  

りました。 

　第69回通常総会では、議長の選任後、各

号議案が事務局から上程され、全ての議案

が異議なく承認されました。その中で、全

ての役員の留任が承認されました。 

　森林･林業の推進と林業後継者の育成に向

けた係る事業を県も事務局として支援して

います。 

 

 

 

 

【第69回通常総会の様子】


